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学校だよりから１年間を振り返る 
＜「学校だより」の内容から ※学校ＨＰに全文掲載されております＞ 

４月：大谷翔平選手の言葉「やらずに後悔するよりやって後悔したほうがいい」ということから、チャレンジする

中で失敗することはあるが、それは成功するまでの途中経過であり、自分にとって貴重な経験になるから粘

り強く挑戦し続けようという内容でした。 

５月：運動会は１日で終わる学校行事と思われがちだが、当日の競技はもちろん、準備期間や一人一人の役割、終

了した後の学校、学年、学級への影響まで、すべてを通して「運動会」の取組となること、そしてその期間

を通して起こる数々のドラマや奇跡、最後まであきらめない姿に感動をもらえる素晴らしい行事であるとい

う内容でした。 

６月：プレッシャーのかかる中、フリースローを決めて逆転し、その 1 点差を全員で守って勝利を収めた男子バス 

ケットボール部の区大会を話題に、重圧のかかる場面で力を発揮できた背景にあること、得点差がついても   

最後まであきらなかった姿勢の素晴らしさに触れた学校だよりでした。 

７月：「早く行きたいなら一人で行け。遠くへ行きたいならみんなで行け。」というアフリカのことわざから、行事

や部活動を例に「遠いと感じていた目標にたどり着くことができたこと」、「一人では見ることができない景

色を見ることができたこと」、「みんなでたどり着いたからこそ感動が待っていた」という１学期の生徒たち

の成長を総括した内容でした。 

９月：１年生の国語の教材を話題に、人間は一方的な見方しかできていない可能性があるので、時々立ち止まって、 

角度を変えてみたり、立場を変えてみたり、近寄ったり、遠ざかったりしてじっくり考えてみることが大切 

であるという内容でした。 

１０月：ボランティアは、大震災によって世間に知られ、被災地の方々に感謝されただけでなく、活動を行った人々 

にも良い効果をもたらせたことも日本中に広まった理由の一つであり、また、「誰かを助けながら同時に自 

分自身を成長させてくれる」というＷｉｎ－Ｗｉｎの効果がある活動だということから、生徒たちに大切な   

スキルになるという内容でした。 

１１月：合唱コンクールの生徒たちの歌声から、互いを思いやる心、協力し合う喜び、このクラスで歌い切るのだと 

いう強い決意が感じられたこと、また、心を一つにして奏でたハーモニーは、かけがえのないクラスの絆と 

して私たちに伝わり、感動したというお礼のお便りでした。 

１２月：全国学力調査の結果から、傾向を分析し、今後学校で力を入れていく取組の紹介でした。それは、学習に対 

する意欲の向上と知識の定着、また、得た知識を活用して取り組む活動の重視、対話的な学習を多くしてい 

くこと、振り返りを行って、自分の理解度を確認できるようにすることであるという内容でした。 

１月：今年の干支の「午年」にあやかって、２０２６年は颯爽と走る馬のように夢に向かって挑戦していこう、た 

だ、うまくいくことばかりではないので、苦しい時には躊躇することなくＳＯＳを出そうというメッセージ 

を伝える内容でした。 

２月：ミラノ・コルティナ冬季五輪の熱戦から、特に団体競技でのメダル獲得を例にして「自分以外の誰かのため 

に」という思いをもつ経験が、生徒たちの財産になること、成長という名の金メダルを獲得する瞬間である 

という内容でした。 

 

 毎月の全校朝礼、各行事でのあいさつ、そして、学校だよりなど、保護者の皆さま、生徒の皆さんに向けてメッセ

ージを伝える機会が多くありました。その中で一つでも印象に残った言葉があれば嬉しいです。 

  

 

 

 

 
 

教育スローガン ： 明るく元気で楽しい学校 

令和７年度も学校だよりをお読みくださり、ありがとうございました。また、この１年間、本校の教育活

動に温かいご支援・ご協力をいただき、生徒たちだけでなく、教職員を励ましてくださった保護者の皆様、

地域の皆様をはじめ、本校に関わる全ての皆様に心より感謝申し上げます。 

３月は別れの季節でもあります。東京都教育委員会より人事異動に関する報道が３月１９日にございます

ので、本校では、修了式の日に離任式を行います。お便りの最終ページ「今後の予定」をご覧ください。 



【学校評価アンケート結果公表】           

１年間の学校生活を振り返り、学校評価アンケートにご協力をいただき誠にありがとうございました。 

今年度の生徒アンケートおよび教職員アンケートの内容については質問内容を精査し、できる限り同じ質問に

するようにしました。「そう思う」「ややそう思う」「あまり思わない」「そう思わない」「分からない」の

５つの回答の中から答えを選択する方法です。その中で「そう思う」「ややそう思う」を肯定的な回答として

割合（％）に表し、生徒・教員と比較して示しました。そして、肯定的な回答割合の８０％以上をとても高

い。７０％以上を高い。５０～７０％を普通程度。５０％以下を低いと分析して評価しました。 

次に、質問内容を大きく変更したのが保護者アンケートです。こちらは、選択方式ではなく、すべて記述式

とさせていただきました。これは、一昨年度、昨年度に「質問内容について分からないことが多い」というご

意見を多数いただいたからです。そのため、学校の取組を記載したうえで、「今後も継続してほしい取組や活

動」と「改善を希望する取組や活動」を書いていただきました。回答率が低かったことが反省点ですが、具体

的な意見が多く、教職員の励みになったり、課題が明らかになったりしました。この学校評価アンケート結果

を学校経営に生かして、よりいっそう「生徒が健やかに成長できる田柄中学校」を作ってまいります。 

 

１ 生徒・教職員アンケート結果   

 【令和７年１１月実施】 ※【生】は生徒への質問／【教】は教員への質問 
質 問 内 容 ／ 回 答 生 徒 教職員 

０１【生】授業の始めに、「今日何を学ぶかめあて」を理解し、授業を受けられていますか？ 

【教】授業の始めに、生徒が「今日何を学ぶか（めあて）」を理解し、主体的に取り組める 

よう明確に提示・共有できていますか？  

80％ 100％ 

０２【生】「めあて」がはっきりしている授業は、目標が明確になり学習意欲も高まりますか？ 

  【教】田柄中学校スタンダードを意識した授業づくりができていますか 
80％ 93％ 

０３【生】先生は、授業内容が理解できるように、工夫して教えてくれますか？ 

  【教】生徒が授業内容を確実に理解できるよう、指導方法や教材に工夫を凝らしていますか？ 
89％ 100％ 

０４【生】先生は、成績をつける際の評価方法や基準を示してくれていますか？ 

  【教】成績評価の方法や基準を、生徒に明確に示し、理解させていますか？ 
89％ 100％ 

０５【生】タブレット端末を使って、自分で調べる力や学ぶ力がついたと思いますか？ 

  【教】授業におけるタブレット端末の活用は、生徒の自ら調べる力や学ぶ力の向上に貢献して 

いると思いますか？ 

80％ 76％ 

０６【生】授業に話し合い活動や、みんなの前で発表をする機会がありますか？ 

  【教】生徒の思考力・表現力を育成するため、授業で意図的に話し合いや発表の機会を設けて

いますか？ 

90％ 80％ 

０７【生】話し合いや発表で、自分の考えをまとめたり深めたりして、伝えられるようになったと

思いますか？ 

  【教】話し合いや発表の場を通して、生徒が自分の考えをまとめ、深め、他者に伝えられるよ

う指導・支援できていますか？ 

78％ 60％ 

０８【生】先生は、あなたの得意なことや努力を理解したり、質問に答えてくれたりと、応援して

くれていますか？ 

  【教】生徒一人ひとりの得意なことや努力を理解し、質問や相談に適切に対応するなど、学習

面・精神面で生徒を応援・支援できていますか？ 

85％ 87％ 

０９【生】先生との面談（三者面談、SC 全員面談（1 年時）や教育相談（しゃべりにおいでよ）や

アンケートは、悩みを相談したり自分の課題や良さを実感できる場になっていますか？ 

  【教】生徒との面談やアンケートなどの場は、生徒が悩みを相談したり、自己の課題や良さを

実感したりできる、有意義な場として機能していますか？ 

79％ 100％ 

１０【生】学校に通うのは楽しいですか？ 

  【教】生徒が「学校に通うのは楽しい」と感じられるよう、日々の教育活動や生徒指導に努め

ていますか？ 

88％ 94％ 

１１【生】学校は、いじめについて調査したり、いじめを許さないという姿勢で取り組んでいると

思いますか？ 

  【教】学校として、いじめの防止、早期発見、適切な対応、そして「いじめを許さない」とい

う毅然とした姿勢を生徒に示し、取り組めていると思いますか？ 

82％ 100％ 



１２【生】避難訓練や安全指導を通して、自分の命や身を守る方法を学べていますか？ 

  【教】避難訓練や安全指導は、生徒が自分の命や身を守る方法を具体的に学べる、実効性の高

いものになっていますか？ 

95％ 100％ 

１３【生】自分の行動を振り返り、改善しようと考えることがありますか？ 

  【教】生徒が自らの行動を振り返り、改善しようと自律的に考えるよう促す指導ができていま

すか？ 

90％ 100％ 

１４【生】トラブルが起きたとき、自分たちで解決するために努力できていますか？ 

  【教】生徒がトラブルに直面した際、自分たちで解決するために努力する態度を育て、そのた

めの支援ができていますか？ 

84％ 87％ 

１５【生】自分たちでの解決が難しい場合や悩んでいるとき、相談できる雰囲気や環境が学校には

ありますか 

  【教】生徒がトラブル解決が難しい場合や悩んでいるとき、遠慮なく相談できる雰囲気や環境

を学校全体で提供できていますか？ 

79％ 88％ 

１６【生】学校の施設（各教室・特別教室・体育館・プール等）はそれぞれ整備され使いやすいで

すか？ 

  【教】学校の施設（各教室・特別教室・体育館・プール等）は、生徒にとって整備され、学習

や活動に支障なく使える状態にあると思いますか？ 

86％ 82％ 

１７【生】給食は楽しみな時間であり、また、季節を感じたり、日本や世界各地の料理を学んだ

り、栄養バランスを考えたメニューになっていると思いますか？  

  【教】給食を単なる食事でなく、食育の一環として、生徒が楽しめ、文化や栄養について学べ

る時間となるよう指導・工夫できていますか？ 

89％ 83％ 

１８【生】保健体育の授業や昼休み、学校行事を通して体を動かす楽しさを感じていますか？ 

  【教】保健体育の授業や学校活動を通して、生徒が体を動かすことの楽しさや重要性を実感で

きるよう指導・計画できていますか？ 

90％ 88％ 

１９【生】運動会や合唱コンクールなどの学校行事は楽しいですか？ 

  【教】運動会や合唱コンクールなどの学校行事が、生徒にとって楽しく、思い出に残るものと

なるよう企画・運営できていますか？ 

92％ 100％ 

２０【生】学校行事に主体的に参加し、友だちと協力できていますか？ 

  【教】学校行事において、生徒が主体的に参加し、友だちと協働する力を育むよう指導できて

いますか？ 

93％ 100％ 

２１【生】校外学習や職場体験、宿泊学習は、自分にとってためになりますか？ 

  【教】校外学習、職場体験、宿泊学習などの体験活動は、生徒の成長に資するよう目的をもっ

て計画・実施できていますか？ 

96％ 100％ 

２２【生】特別活動（生徒会活動・学級活動・委員会活動など）では、自分の考えや意見を発表で

きるなど、主体的に活動できる場になっていますか 

  【教】特別活動（生徒会活動・学級活動・委員会活動など）は、生徒が自分の考えや意見を発

表し、主体的に学校づくりに参加できる場として機能していますか？ 

89％ 94％ 

２３【生】道徳の授業では、教科書や資料を読んで、自分の考えを深めることができていますか？ 

  【教】道徳の授業において、生徒が資料や教材をもとに、自分の考えを深く考察し、多面的に

捉えるよう指導できていますか？ 

89％ 92％ 

２４【生】学校のきまりは、みんなが気持ちよく過ごすために必要な内容になっていますか？ 

  【教】学校のきまりが、生徒にとって学校生活を気持ちよく送るために必要かつ合理的な内容

になっていると思いますか？ 

88％ 86％ 

２５【生】今ある学校のきまりを守り、安全安心に過ごせるよう生活できていますか？ 

  【教】生徒が学校のきまりを遵守し、安全安心な学校生活を送れるよう、適切な指導・支援が

できていますか？  

92％ 82％ 

２６【生】学校は、地域と協力し、ボランティア活動や防災訓練など、社会と関わる機会を設けて

くれていますか？ 

  【教】学校は、地域と連携・協力し、生徒が社会と関わる機会（ボランティア活動、防災訓練

等）を積極的に設けていますか？ 

83％ 66％ 

２７【生】学校での様々な活動を通して、自分の長所を見つけることができていますか？ 

  【教】学校での活動を通して、生徒が自己の長所や特性を発見できるよう、指導や声かけで支

援できていますか？ 

82％ 93％ 



２８【生】授業や体験活動を通して、将来の夢や生き方について考えることができていますか？ 

  【教】授業や体験活動を意図的に活用し、生徒が将来の夢や生き方について深く考える機会を

提供できていますか？ 

85％ 86％ 

２９【生】この１年で、あなた自身が「成長したな」「できるようになったな」と感じることはあ

りますか？ 

  【教】生徒がこの 1 年で「成長した」「できるようになった」と自己肯定感を高められるよ

う、その成長を認め、指導に活かせていますか？ 

90％ 100％ 

３０【生】この学校に通っていて、よかったと思いますか？ 

  【教】この学校が、生徒にとって「通っていてよかった」と思えるような、魅力的な教育環境

であるために、貢献できていると思いますか？ 

92％ 88％ 

 

２ 保護者アンケート結果 

（１）様々な活動の中で評価できるもの、継続してほしい取組 

＜情報発信・情報共有＞ 

①保護者への連絡等がＷＥＢで完結しているのが便利で助かっている。 

②学校だより、学年だより、ホームページで学校生活がよくわかり会話のきっかけにもなる。 

＜タブレット端末の利用＞ 

①ＩＣＴを活用した授業の継続は、上級学校や社会に出てからも役立つ。 

 ②グーグルクラスルームの活用など評価できる。 

＜教育活動について＞ 

①再登校の頻度の減少や自転車での来校が可能になったことに感謝している。 

②全てのアンケートを記述式に変更したり、何事も積極的に改善していこうと努力をしているところに良い 

印象をもっている。 

③子供が学校生活に不安感があった際の早期対応に感謝している。先生が見てくれているという安心感が 

 あり、親としても情報共有があるのでありがたい。一人一人に目が行き届いて安心。 

④基礎学力の向上に向けた地域未来塾を続けて欲しい。 

⑤個に応じた課題の工夫と全員面接の実施。 

⑥「田柄スタンダード」に基づく授業のめあての設定や、振り返りは細やかに丁寧に行われている。 

⑦大人が決めたことではなく、生徒自身が自分たちのために話し合っていることはいい取組だと思う。 

ルールメイキングなど生徒の意見を取り入れながら校則を見直すことは今後も続けていって欲しい。 

⑧生徒と校長先生のミーティングがよいと思う。 

⑨既存の行事の継続を希望する。（運動会や移動教室、修学旅行、合唱コンクール、生徒会役員の選挙 

投票の仕方 など） 

⑩運動会の全員リレーや部活対抗リレーなど、みんなで協力してがんばることができる競技がとてもよか 

った。先生方も参加して一緒に走ってくださり、ぜひこれからも継続してほしい。 

⑪運動会、合唱コンクールなどの行事を通して、生徒が頑張る姿や成長を観る良い機会なので、今後も重 

点的に取り組んで欲しい。 

⑫合唱コンクールはクラス単位での努力が良くわかり感動した。親も楽しめた。できれば学校で開催してほ 

しい。運動会はクラス、学年の枠を超えて協力している姿がとても素敵だった。 

⑬いじめ防止のいろいろな取り組みを継続してほしい。 

⑭スクールカウンセラーの面接も年に一度とか定期的にしてもらえたらありがたい。 

⑮公開授業を継続してほしい。水泳授業での配慮や夏の体操着登校、ポロシャツ導入が良い。 

＜部活動＞ 

①部活の外部コーチの積極的な活用を継続してほしい。 

②部活動は、働き方改革が指摘される中、先生方が日々ご尽力くださり応援してくださり、子どもたちの 

励みになっている。 

③学校が主導となって行う部活動を継続してほしい。 

④部活動の地域移行に取り組んだり、新しいことに生徒を交えて挑戦している姿に感心している。 



 

（２）今後、改善を希望する取組や新たに学校に求める取組 

＜学校からの情報等について＞ 

①年間行事予定や行事案内（開催時間等の詳細、プログラムや弁当が必要など）の配布をより早い時期にお 

願いしたい。 

②学年通信を配信だけでなく、保護者・生徒用２枚の紙での配布もお願いしたい。 

③保護者会で説明された内容の共有（保護者会に不参加だった保護者への情報共有）をお願いしたい。 

④学校内の臨時集会など、良いこともそうでないことも知らせていただけたら気になることが減る。 

＜タブレット端末の利用について＞ 

①全生徒に配布されているノートパソコンが重すぎるので早急に軽量化を検討し改善してほしい。 

②タブレット端末の持参について、使用する日を予め決めるなど、荷物の負担を減らす配慮が必要。 

③タブレットに不具合があり修理に出した場合は、自宅に持ち帰えられる代替機を貸与してほしい。また 

は、その期間は提出期日の延期などの対応をしてほしい。 

④保護者も子の作ったスライドや課題を閲覧できる仕組みがほしい。（本人が見せてくれないため） 

⑤宿題の提出は、紙を継続してほしい。 

⑥タブレットの使用時間制限（２２時まで）について疑問を感じる。 

＜学習面について＞ 

①定期考査の解き直しや解説の時間を充実させてほしい。 

②地域未来塾は、基礎クラスと応用クラスを作ってほしい。 

③英検対策をしてほしい。 

④定期考査の勉強と提出する課題を並行して進められずに困っている生徒がいる。 

⑤成績の評価方法や基準がわかりにくい教科があるため、明確にしてほしい 。 

⑥定期テストでは平均点との差なども考慮してほしい。 

⑦回答が導き出せない問題（特に数学）を定期考査に出さないでほしい。相互チェックや AI 活用などで 

問題作成を徹底し、多くの生徒が得点できる難易度にしてほしい。 

⑧平均点の高い教科、低い教科の差が激しいのは、先生の指導方針など改善の余地がある。 

⑨個別学習支援を希望する。 

⑩定期考査後の再テストについて、 解説（タブレット配信）が遅いと感じる（月曜テスト返却、木曜解説、  

金曜再テスト）。解説をもう少し早く、もしくは 再テスト日をもう少し遅くしてほしい。 

⑪放課後自習できる場所があればいいと思う。 

＜部活動について＞ 

①部活の大会時の連絡が早めにほしい。（弁当が必要かなど） 

②部活動の活動内容や情報発信をもっと充実させてほしい。 

③クラブチームへ移行（部活動の地域展開）された後の相談窓口を明確にした方が良い。 

④部活動の充実を希望したい。部活の種類を増やして欲しい。日数を減らさないでほしい。 

⑤部活の再登校を廃止してほしい。その間は生徒たちが考えて部活をすればいい。 

⑥部活動を外部委託後、運営がうまくいっていない部活がある。学校主導で外部講師にお願いし、部活動と 

して維持することはできないか。学校側の目がなくなることで、外部講師側が適切に対応せず、活動が妨

げられていると感じる。 

⑦部活動のクラブチーム化などについて、兼部や他の競技との両立、学校とのかかわりなど、詳しくご説明

いただけると助かる。 

⑧部活動に力を入れないなら入学前に知りたかった 。活動頻度が少なすぎる。 

＜生活指導について＞ 

①ルールメイキングの取組について、「ただオシャレをしたいという欲求任せにルール変更を求め、先生 

方が許す」現状に疑問と心配を感じる。「快適さ」「自主自立」「責任ある自由」等に向かうためのルー 

ル改良であれば応援する。ルールメイキングで改善しようとしている内容に現状守れていない内容が含ま

れているのは、主旨から外れているのではないか。 



 

②先生がもう少し威厳をもって生徒と接し、私語や遊びがないように指導してほしい。 

③不適切な言動があった場合、加害者の登校停止措置を取ることはできないか。 

④体調不良で休む以外で、個別理由で登校ができない際に授業をオンライン受講できるようにしてほしい。 

⑤指導する立場の者は嘘や噂を言い広げることは許されない。 

＜その他＞ 

①（練馬区内の）高校見学に行事として行けると良いと思う。 

②修学旅行は受験活動への影響が大きいので、３年春までに終わらせてほしい 。 

 ③定期考査の期間の給食導入をお願いしたい。 

④学芸会や文化祭的なものを希望する。 

⑤電話応対について、明るく元気な雰囲気を希望する。 

⑥各教科の授業後に先生が生徒の授業評価を行うが、生徒から先生に向けての評価もあっても良いのでは 

 ないか。先生だけが行うのは一方的に感じる。 

⑦保護者会の開催時間を２時半ではなく、もっと遅くしてほしい。また オンライン配信やオンデマンドでも 

配信してほしい。 

⑧学芸会や文化祭的なものができないか。 

 

３ 結果分析と次年度に向けて 

１ 本年度の成果と評価できる点（よかった点） 

（１）生徒・教職員ともに多くの項目で高い肯定率（70～80％以上）が得られました 。 

①「めあて」の共有と学習の充実 

授業冒頭での目標提示や評価基準の明確化について、生徒の 80%以上が肯定的に捉えています。 

②主体性を育む学校行事 

運動会や合唱コンクール、特別活動への主体的な参加については生徒・教員ともに極めて高い評価（90% 

前後）となっており、行事を通じた成長が実感されています。 

③安全・安心な環境づくり 

避難訓練等の安全指導（生徒 95%）や、いじめ防止（生徒 82%）について高い信頼を得ています。 

④学校への愛着 

「この学校に通ってよかった」という生徒が 92%に達しており、教育活動の基盤が確立されています。 

（２）保護者の皆様の意見からは、全体として、学校の「積極的な改善姿勢」や「丁寧な生徒対応」が評価さ

れています。（ご意見は一部まとめたり整理したりしておりますが内容全てを掲載しました） 

 

２ 課題解決に向けた対応策と次年度の方向性 

（１）生徒・教職員アンケートの結果より 

①話し合いや発表の機会は多いものの（90%）、それを自分の考えとして深め、他者に伝える力について 

は、教員の評価が 60%に留まっており指導の工夫が必要です。そのため、生徒の発表をゴールにせず、 

思考の可視化や評価のフィードバックに力を入れます。 

②社会と関わる機会の提供について、生徒の肯定感（83%）に対し教職員の自己評価は 66%に留まっていま   

すので、職場体験（教 100%・生 96%）の高評価を活かし、地域の方をゲストティーチャーとして招くな 

ど、社会との接点を増やします。また、地域ボランティアや防災訓練への参加を「社会貢献」として適 

切に価値付け、生徒の自己肯定感をさらに高めます。 

③端末活用による自学能力の向上への貢献実感は、教職員（76%）が全項目の中でも低めの評価となってい 

ますので、調べ学習の道具から、思考を深めるためのツールへと活用場面をシフトします。 

④決まりの遵守状況について、生徒（92%）と教職員（82%）の間で認識の差が見られます。そのため、校 

則の遵守について生徒の意識が高い（92%）現状を活かし、生徒自身が「なぜこのルールが必要か」を語  

り合う場を継続し、納得感のある指導を徹底します。 

 



 

（２）保護者アンケートの結果より 

①学校からの情報発信・共有について 

情報の迅速な提供は、ご家庭との連携において最優先課題と認識しております。年間行事予定や行事の 

詳細（弁当の有無等）については、可能な限り早期の周知に努めます。保護者会等の資料については、

WEB 配信（一部紙の配布もあり）を行います。オンデマンドなどの動画配信については、現状お約束で

きませんが、参加できなかった保護者様も内容を確認できる体制を整えます。 

  ②学年通信等お便りの「紙での配布」については、練馬区の進めるペーパーレス化や教職員の業務精選の 

観点から、現在はデジタル配信を主軸としております。来年度も紙配布は極力行わない予定ですが、検 

討はさせていただきます。ご理解いただけますと幸いです。 

③タブレット端末については、練馬区教育委員会の運用規定に基づき、充電や家庭学習での活用のため持 

ち帰りとなります。端末の軽量化は自治体レベルでの検討事項となりますが、学校としては、持ち物 

（副教材等）の調整や「置き勉」の工夫により、生徒の身体的負担を減らす方策を模索します。 

  ④タブレット端末の代替機の貸与については在庫に限りがありますが、提出期限の柔軟な対応など、学習 

に支障が出ないよう個別に配慮しますので各担当にご相談ください。（生徒からの申し出で結構です） 

  ⑤使用制限（22 時まで）については、適切な睡眠時間の確保と生活リズムの維持のため、区のガイドライ 

ンに従って運用を行っております。今後も継続して練馬区には制限の緩和を相談します。 

  ⑥学習指導・定期考査について、基礎学力の定着と、進路実現に向けた力の育成を両立させます。 

定期考査の難易度へのご意見がありましたが、定期考査は日頃の学習の定着度を確認すると同時に、進 

学を見据えた実力を測る場でもあります。全員が得点できる基礎問題だけでなく、応用力・思考力を問 

う問題も必要となりますので、ご理解をお願いいたします。 

⑦成績の評価方法や基準については、生徒・保護者の方々にさらに分かりやすく示せるよう、各教科で周 

知を徹底します。また、次年度はルーブリック評価表を利用して分かりやすく説明してまいります。 

  ⑧地域未来塾の充実を目指し、基礎・応用のニーズに応えられるよう運営形態を検討してまいります。 

   放課後は、部活動や委員会指導、行事準備、研修や事務処理、また、様々な対応があり、講師を教員が 

担うことが難しいため、指導者確保と費用確保を行う必要があります。新たな取組まではお約束できな

いことをご理解ください。 

⑨部活動の地域展開（地域移行）については、国や都および練馬区の方針に基づき、持続可能な部活動の 

形を模索しています。国は令和８年度から３年間で土日の活動に教員が関わらないようにすると公表し

ています。本校でも、今後活動日数の変更やクラブチーム化を行う場合は、保護者説明会や生徒への説

明会を行い、皆様の声を伺いながら丁寧にプロセスを進めていくことをお約束いたします。 

⑩部活動における大会等の日程や準備物の連絡については、より早い発信を心がけるよう各部顧問や外部 

指導者にも周知します。 

⑪ルールメイキングの取組は「ただ自由にする」のではなく、自律した生徒を育てるための「責任ある自 

由」を学ぶ機会と捉えています。弁護士を講師としてお招きした授業を行ったり、「今あるルールを守 

ってこそ信頼される」という原則を指導し、主旨から外れないよう、指導の徹底を図ります。 

  ⑫学校行事の追加（文化祭の新設等）については、定められた授業時数の確保や持続可能な行事運営（ご

みの処理等 SDGｓの観点含む）、教職員の働き方改革の観点から、現時点では困難な状況にあります。

既存の行事をより質の高いものにすることに注力いたします。 

  ⑬登校困難時のオンライン受講については、個別の状況に応じて、区の規定の範囲内で柔軟に対応を検討 

いたします。 

 

  ★結びに、学校としてすべてのご要望を即座に実現することは難しい側面もございますが、生徒一人一人 

が安心して学べる環境づくりを目指します。具体的には、生徒の声を反映した「ルールメイキング」 

や、保護者の皆様の声を反映した「記述式アンケート」など、対話を重視した学校運営を続けてまいり 

ます。生徒一人一人が「自ら考え、行動し、成長を実感できる学校」を保護者、地域の皆様と作ってい 

くよう努めてまいります。 



田柄中レポート 
★３月５日（木）ルールメイキングの授業（２年生） 

 

 
 
 
 
 

 
★進路講演会（３年生） 

 
 
 
 
 
 
★３月１３日（金）卒業式 予行練習（全校生徒） 

 
 

＜今後の予定＞ 
３月１９日（木）第６６回卒業式          令和８年度 
  ２３日（月）卒業生の話を聞く会（２年生）   ４月 ６日（月）春季休業日（終） 
        球技大会（１年生）           ７日（火）令和８年度１学期始業式 

保護者会（１、２年生）         ８日（水）入学式 
  ２４日（火）球技大会（２年生） 清掃活動      ９日（木）対面式 
  ２５日（水）修了式 ※離任式           １２日（日）練馬区長選挙 
  ２６日（木）～ 春季休業日（始）         ２３日（木）全国学力学習状況調査（３年） 

２４日（金）保護者会 
＜※教員の人事異動に関する情報について＞ 
 東京都教育委員会は、教員の人事異動について３月１９日（木）に発表します。（新聞や都教委ＨＰ） 

つきましては、本校では３月２５日（水）修了式の日に離任式も実施します。そこで、生徒たちに転出・退職
する教員の紹介を行い、お別れの時間を取りたいと思います。※職種によっては４月以降の紹介となる職員もいます。 

 

本校の特色の一つになりつつあるルールメイキ

ングについて、生徒主体で取り組むために、弁護士

の方２名を講師にお迎えして「ルールは変えていく

べきもの」「変えられるもの」という授業を行いま

した。 

今後２年生がリーダシップを取ってくれると確

信しました。田柄中は生徒が変えていきます。 

「世界一簡単に夢を叶える授業」という興味深いタイトルで講演会をしていただきました。今回はコーチ

ングや講演会を多数開催されている森田氏を講師にお招きして３年対象に行っていただきましたが、保護者

も多数参観されました。さすがのトークと説得力で、生徒たちは集中して聞いていました。 

自分軸をもつなど興味深いご講演でした。終了後の３年生一人一人の表情が輝いていました。明るい未来

は自分で作れるという自信がついたように感じました。 

いよいよ今週末は卒業式です。１３日に予行練習を行いました。練習でしたが、本番さながらの集中力で生徒

たちは皆立派でした。合唱の声もよく、本番は間違いなく素晴らしい卒業式になると思います。生徒が退場する

様子を見て寂しい思いがしました。明るく元気に田柄中を引っ張ってくれた３年生が１９日に卒業します。 


